









の人数は第 1 位の卸売業・小売業（131 万人／年），第 2 位の宿泊業・飲食サービス業（120






















































た，調査期間は平成 27 年 9 月から平成 27 年 11 月までとした。
　以下に本研究で使用した 3 つの尺度の概要を示す。
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い部分を知られてしまう。」など，援助をためらう援助要請コストについて測定できる。
・MBI は Maslachを中心とした研究グループにより開発され日本版バーンアウト尺度と
して久保13）により 17 項目にまとめられた。「ない（1 点）」から「いつもある（5 点）」
までの 5 件法で回答し，情緒的損耗感，脱人格化，個人的達成感の低下の 3 つの下位尺
度に分けられそれぞれ合計点を算出する。
結果
　調査期限である 11 月末までに返信があった調査票は MSW が 55 名（男性 16 名，女性
39 名）平均経験年数 9.10 年，PSW49 名（男性 16 名，女性 32 名，未記入 1 名）平均経験
年数 13.11 年，介護職 112 名（男性 24 名，女性 87 名，未記入 1 名）平均経験年数は
11.21 年で分散分析の結果，職種による経験年数に差はなかった（F（2,209）＝2.83,n.s.）。
　3 団体からの回答数では介護職からの回答が最も多く，MSW と PSW では差は見られ
なかった。また図 1 にあるように職場内での相談相手についても大半に相談相手がいるこ






　援助要請意識および MBI ついては，それぞれの 3 つの下位尺度得点を観測変数とした。
精神的健康度は単一の指標であるのでこれを観測変数としてモデルに組み込んだ。また相
談相手の有無については外的変数として援助要請意識に影響する要因としてモデルに組み










こ の 直 接 の パ ス は，－.07 で 有 意 で は な か っ た。 ま た モ デ ル 適 合 も CFI=.957，













相談相手 いる いない 無回答
MSW 51 3 1
PSW 43 3 3
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